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21 スカンジウム Scandium SC 44.956
39 イットリウム Ytrium Y 88.905
57 ランタン Lanthanum La 138.91
58 セ1)ウム Cerium Ce 140.12
59 プラセオジム Praseodymium Pr
60 ネオジム Neodymium Nd
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一方 MuRATAetal.(1953)は, 10桐の monazite
を分析して, いくつかの "｡emlquantitativerules"杏
見出した.彼等の得た結果を Fig.1に示す.ただしこ



























の苗伴関係が次の方程式で表現されることを見目ル た. ここにEIは原子番FTJ帽にLaから数えて L一番RのLSE
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E-- 誓 言 (老 )｡En
･署 (告 )oEE ‖0)
が7封こ式 (1)と矛盾しないことが示される.たとえは
La一cc-Pr,Ce-Pr-Gdに対してそれぞれ
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Ce 58 1 116 り6 7.0
Pr 5() 2 コ9 2/5 7.3
NLl C10 3 5.= 3/4 6.9
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Fig,8. CorrelatlOn between La/NdandCC/Nd
onlogarithmicscale.The一inewithanincljlation

































いまLaから i番目の元素 Etの存在度を LaとLu
のそれを用いて式 (15)によって表わせば,
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orXe･So一idcirc一es:nuclldeswitheven atomlCnumbers;Open circles:nuclideswith odd atomic
numbers.
Table4.ChondritlCabundanceortheelenlentS,CstoW.
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の変化を定貴的に述べた M s^u｡Aの方程式 (15)に基
いた推論であったことは,f/I,後の議論を進めるために明
らかな利点であった. Fig.12に示した規則性は,その
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/ilらば,50fldとして失われた rractionは 1- (EJELD)
であるから, これはLにE｢惜 闘 狛こなるはずである.
MAsuDA は, この曲線の形だけから removal ratio
(d)を求鋸 L,去ることを見.rlTlし,ScHM汀refal.(1962)
































































いうまでもなく,閏化した fractionは 1-rw,田仲 こ
入った元素 A のrractionは 1-fAである.
液相｢flの元素Aの濃度CL､は
.I
c A -- -且 ∠L- coA 告W W〇fW
したがって式 (22′)を参照して
(23)































































っ dをほぼ0,3程度として しこtの liquidret'llned Fra-
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ppm となる.chondrite中の La存在度は 0.15-0.46
ppmの範岡をもち,乎拍o.30ppmであるrScf川rTret
EI/. 1964).J･.の計算｢い了との-殻は著しいものがある.
式 (2二)に fLn-0.59,rt＼-i/82を入れて Laの分




Table6. Calculated partition coeFICientsfor
lanthanum serieselements,
La Ce Pr Nd Pm Sm Eu Gd
o.12 016 0.19 0.23 0,26 0.30 0.34 0.37
Tb Dy Ho Er Tm Yb Lu



















は,きしあたってある時期の残根の組成が地殻 (の印 判 )








































La0.0068 Ce0.0093 Pr0.0123 Nd0.0202
sm o.0249 Eu0.0303 Gd0.0369 Tb0.0442































































































































































































































































これらは M ASUDA(1964e)の採用したデ-タをmいて 果および M TNAMTの分析したものと同一の試料に対す
REEに対するFig.19と同じ形式に書きかえたもので る W EDEPOHL(1960)の Scの分析結果をもあわせてか
ある･またFjg.21にはflw-1/82に対するkを濃縮係 かげた.M INAMI(1935)の結果のうち原子番号が奇数
敬 (R)と対比させ,併記した.さらに REEに対す の重希土すなわちHo,Tm,Luは存在度がきわめて低















































































































































































































































































Flg.24.Chondrite-normal∫zed pattern in oceanicbasalts,
analysedb)㌔CF{ASEefa/.(1963).Theslope coeficients(S)
are1.2lforAscensionandforTtltulaandi.16forKilauea.
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so一idtyr)eバク-ンをある程度反映している可能性があ ここに右辺の -ll.3はTbに剛 臼点があるとした場合で
る.Nakhliticachondritesについて,ScIIMITT and あり,-12.8はDy-Hoに屈曲点があるとした場合であ
SMITH(1963)はKilauealkibasa一t(Fig.14)との類似 る.
























































































































































































































































































































































ル生成の M ASUDA-M ATSUI模型と,これによるREE
パターンの解析 (§6)を支持するものである.
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